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スケジュール

受講生募集状況・選抜状況
募集
　　　�GSC広島では、高等学校との緊密な連携を図るため、参加を希望する生徒は各高等学校を通して応募し、応募

した高校生は全員、まずはホップステージのセミナーを受講します。事業開始初年度には130人程度だった応
募者数は、毎年度増加し、平成30年度には370人を超える生徒が参加しました。

選抜
　　　ホップステージ受講後、次の段階へ進むことを希望する受講生について、以下の選抜を行います。
　　　◆�一次選抜（ホップステージからステップステージへ）
　　　�①「志望理由レポート」、②「課題研究テーマ要旨」、③「ホップステージ科学講演会レポート」等を用いて選

抜を行います。
　　　�平成27年度は６分野（生物、化学、数学、物理、地学、情報）61人、次年度には農業分野が加わり７分野となり、

平成28年度は67人、平成29年度は61人、平成30年度は69人のステップステージ候補者を選抜しました。�
　　　◆�二次選抜（ステップステージからジャンプステージへ）
　　　�ステップステージ受講者を対象に、①「課題研究計画発表会（異分野融合シンポジウム内ポスター発表）」、②「研

究ノート」等を参考に選抜します。
　　　�平成27年度および平成28年度は各19人、平成29年度および平成30年度は各16人のジャンプステージステー

ジ候補者を選抜しました。

初
年
度

4月 募集（約250人）
5月 ホップ

ステージ 科学リテラシー 研究者倫理 科学講演会
6月
7月 一次選抜（約60人）
8月

ステップ
ステージ

英語ポスター指導 英語サロン 分野合同科学セミナー
9月 分野別科学セミナー

10月
11月 特別セミナー
12月 英語ポスター指導 英語サロン 分野別科学セミナー
1月 異分野融合シンポジウム・ポスター発表
2月 二次選抜（約15人）
3月

ジャンプ
ステージ

研究活動

（個別・学会発表）
（個別・論文投稿）二

年
度

4月
5月
6月
7月
8月
9月 海外研修 異分野ワークショップ

10月 受講生研究発表会
11月 国際学会発表
12月 日韓交流ワークショップ 日台協働セミナー
1月

研究まとめ
2月
3月 研究成果発表会



受講生の参加実績

ホップステージ参加者数の推移
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ステップステージ参加者数の推移
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広島大学理学部　数学科

広島大学理学部　物理科学科
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広島大学理学部　生物科学科

広島大学理学部　生物科学科
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・准教授）

科学講演会
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【活動実績】

　　平成30年度

第四期 科学リテラシー講座 研究者倫理講座 科学講演会

5/27
（日）

課題研究を始める前にまず何をすべきか，
何をしなければならないか

西堀　正英　准教授
（広島大学生物圏科学研究科）

科学論文を書く前に

古澤　修一　教授
（広島大学生物圏科学研究科）

宇宙を飛ぶ幹細胞～微小重力環境を使った再生
医療とロボットを使ったリハビリテーション～

弓削　　類　教授
（広島大学医歯薬保健学研究科）

6/17
（日）

身の回りの題材から探究課題を考える

網本　貴一　准教授
（広島大学教育学研究科）

メビウスの輪を題材に

木村　俊一　教授
（広島大学理学研究科）

数学は魔法の言葉

李　　聖林　准教授
（広島大学理学研究科）
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平成 30 年度は、地元企業であるコベルコ建機株式会社によるセミナーなどを開催しました。

日　　程 : 

場　　所：広島中央サイエンスパーク

参加者数：約 50 名

内　　容：
昨年に引き続き、重機メーカーのコベルコ建機株式会社
様に普段知りえないショベルの仕組みや、重機の安定度・
掘削力の計算（グループワーク）を教わり、その後実際
に本物の重機が稼働する様子を見学しました。写真は、
広島大学とコベルコ建機様との共同研究講座で利用され
ている油圧ショベル「SK200」の前で、当日頂いた
KOBELCO キャップをかぶって撮影したものです。

2018 年 8 月 3 日（金）

ステップステージ分野合同科学セミナー
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2018年�ステージ分野別テーマ一覧
8/10（金）

題　　　　　目 講　　　　師
化学 ミネラルウォーター・水道水の硬度の測定～キレート滴定法による水の硬度測定～ 広島大学生物圏科学研究科　竹田　一彦　准教授
数学 p進数の世界 広島大学理学研究科　宮谷　和尭　助　教
情報 イントロダクション 広島市立大学情報科学研究科　井上　智生　教授／市原　英行　准教授
生物 ＤＮＡを分析してみよう 広島大学理学研究科　井出　　博　教授／津田　雅貴　助　教
地学 プレートテクトニクスとマントル対流：地球内部の熱と物質の循環 広島大学理学研究科　中久喜伴益　助　教
物理 身の回りの放射線放射線計測 広島大学先端物質科学研究科　高橋　　徹　准教授
農業 外からの変化などを和らげる土の化学的な緩衝能力（イオン交換反応） 県立広島大学生命科学科　増田　泰三　准教授

11/18（日）
題　　　　　目 講　　　　師

化学 不溶性単分子膜を利用した１分子の大きさ測定 広島大学総合科学研究科　ヴィレヌーヴ真澄美　准教授

12/9（日）
題　　　　　目 講　　　　師

化学 生命の遺伝情報を担うDNA：染色体DNAの抽出とプラスミドDNAの解析 広島大学先端物質科学研究科　廣田　隆一　准教授
数学 差分から微分へ 広島大学理学研究科　神本　晋吾　講　師
情報 ディープラーニングの世界 広島市立大学情報科学研究科　田村　慶一　准教授
生物 端脚目甲殻類の分類・系統・形態 広島大学教育学研究科　富川　　光　准教授
地学 大地のめぐみー資源と地殻流体 広島大学理学研究科　星野　健一　准教授
物理 電流による磁場の観察 広島大学放射光科学研究センター　生天目博文　教　授
農業 標識再捕獲法による野外の動物個体数の推定方法 県立広島大学生命科学科　五味　正志　教　授

10/21（日）
題　　　　　目 講　　　　師

化学 X線による物質の評価　－元素組成および構造の評価－ 広島大学工学研究科　早川愼二郎　教　授
数学 石とりゲーム 広島大学理学研究科　木村　俊一　教　授
情報 進化的計算による最適化 広島市立大学　串田　淳一　講　師
生物 植物の根と養分吸収について 広島大学生物圏科学研究科　和崎　　淳　教　授
地学 隕石の断面を見てみよう 広島大学理学研究科　宮原　正明　准教授
物理 電磁波と光のドップラー効果　惑星状星雲のスペクトル 広島大学宇宙科学センター　植村　　誠　准教授
農業 ニワトリ胚発生の経日観察～異なる環境がいかに胚発生に影響を与えるかを実感する～ 広島大学生物圏科学研究科　西堀　正英　准教授
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日　　時：2018 年 11月10 日（土）
動物園特別セミナー
対　　象：生物、地学、農業分野の受講生
会　　場：広島市安佐動物公園
参加者数：約 20 名
テ ー マ：「我ら（ヒト）に Special な，彼ら（動物たち）の Basic」
講　　師：園長　南　心司　先生、野田　亜矢子　先生、畑瀬　淳　先生、安西　航　先生

内　　容：１．園長挨拶
　　　　　２．動物（園内）を観る
　　　　　３．動物が見る　実験１：キツネ眼鏡
　　　　　４．動物を観る　実験２：鳥の羽
　　　　　５．まとめ
半導体特別セミナー
対　　象：化学、数学、情報、物理分野の受講生
場　　所：株式会社ディスコ　桑畑工場
参加者数：約 25 名
内容・講師：１．マイクロンセミナー　平野　頼　先生（マイクロンメモリジャパン株式会社）
　　　　　　２．基礎セミナー「半導体設計技術の進歩とリコンフィギャラブルデバイス」
　　　　　　　 弘中　哲夫　先生（広島市立大学大学院情報科学研究科）
　　　　　　３．ディスコセミナー　塩津　聡　先生（株式会社ディスコ）

2019 年 1月 5（土）、6 日（日）
ホテルガーデンパレス広島、
広島大学東千田キャンパス

【１日目】ポスター交流
　　　　 （受講生、留学生、大学教員向け）
　　　　 ポスター発表
　　　　 （ジャンプステージへの選抜となる評価）

【２日目】講演「BIOMIMICRY ～生物模倣：生物から学ぶ」
　　　　 （大原　昌宏　北海道大学総合博物館・教授）
　　　　 講演「ナノテク＋エネルギー、薬、ＩＴ、水…異分野融合！」
　　　　 （Joe Shapter　オーストラリア　クイーンズランド大学・教授）

参加者数： 述べ約 130 人

生徒の感想　≪動物園≫
■�動物が感じる・発する「色」の理解が深まり、我々ヒトとの感じ方の違いを実感することができました。
■��生き物を理解するには化学や物理の知識も必要で、をこの教科は使わないからといって真面目にやらないでいると、将来自分がやりたい研究

をする時に考える幅が狭まることが分かった。

生徒の感想　≪半導体セミナー≫
■��半導体の仕組みから、実際の製造工程で利用されている技術まで解説していただき、学校の勉強がこんな風に活かされるんだと実感しました。
■�工場見学では、実際の製造工程や企業活動を知ることができ、非常に興味深い体験でした。

異分野融合シンポジウム

ステップステージ特別セミナー
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地域企業との連携事例

ステップステージ第２回分野科学セミナー
　　日　　程：2018年10月21日（日）
　　場　　所：広島大学東広島キャンパス学生プラザ
　　参加者数：約68名
　　内　　容：ランチタイムセミナー～お米の安全・安心、
　　　　　　　美味しい、健康を支えるサタケの技術～
　　講　　師：株式会社サタケ　技術本部　副本部長
　　　　　　　水野　英則　先生

受講生の感想　≪サタケ≫
■��今までお米について考えたことがなかったが、家に届くまでに多くの技術が使われていることが分かった。中でも、もみを取るのに三段階も

あることが衝撃的だった。
■��お米の栄養成分GABA（ギャバ＝γ- アミノ酪酸）を増加させた「GABAライス」について学んだ後で、お米の特徴を意識しながら実際に「GABA

おむすび」を食べてみると、とてもおいしかった。
■�米の加工技術に関する新しい知識を得ることができたてよかった。
■�「供給する企業や提供方法によって、精米方法の特徴を変え、競争している」と聞き驚いた。

ステップステージ特別セミナー（半導体セミナー）
　　日　　程：2018年11月10日（土）
　　場　　所：株式会社ディスコ　桑畑工場
　　参加者数：約25名
　　講　　師：マイクロンメモリジャパン株式会社
　　　　　　　平野　　頼　先生
　　　　　　　株式会社ディスコ
　　　　　　　塩津　　聡　先生

受講生の感想　≪Micron ≫
■��半導体メモリがあらゆる所で使われていることがよく分かりました。例えば、テレビ会議とか自動運転自動車にも使われ、分野を問わずあら

ゆる所で先端の半導体の技術が利用されていることを理解しました。そして、メモリは効率よくするためにどんどん微細化が進み、ただでさえ、
メモリの製造開発には多くの行程を経てやっと作られるのに、効率化のための努力を惜しまない姿勢もすごいなと思いました。

■�DRAMとNANDの違いをはっきり理解することができた。
■��今まで半導体を意識したことがなかったが、生活する中でなくてはならないものだと知り、興味がわいた。近年の急速な需要増加にともない、

日々最先端の技術開発に取り組んでおられてかっこいいと思った。

受講生の感想　≪DISCO≫
■��オーダーメイドならではの機械配置や人間の労力を減らす工夫など、実際に見学してみないとわからないことがたくさんありました。シャー

ペンの芯にピラミッドが彫られている物を実際に見た時は感動しました。精密に機械を作っている会社だけに、改善の努力が本当に凄かった
です。

■��nm単位での切断、チューブカッター、自動運搬ロボット等の最先端の独自技術の数々は、驚きを通りこして感動の連続だった。社員の方がおっ
しゃっていたように、少しずつの改善や自由な発想でここまで技術が進むのか、このようなまるで SFの世界が現実になるのか、と感銘を受け
た。自分も将来こんな仕事がしたいと思った。

■��株式会社ディスコでは「切る」「削る」「磨く」の技術だけではなく、「ないものは自分で作る」の精神を体感することができました。また学校
での勉強がこんな風に生きてくるんだと実感できたことが良い経験となりました。
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ジャンプステージ

ジャンプステージは「科学を究め、出る杭を伸ばす」ステージとして、自分の設定した研究テーマについて、実際に
大学等の研究室に入って研究を進めていきます。
ジャンプステージでは、受講生の待つ研究課題と研究者のマッチングを行い、指導教員、受講生、ＴＡ、高等学校教
諭の４者を一つのチームとした体制を整えて研究活動を実施します。

　　少人数ラボ教育
分野 所属高校 氏名 学年 研究テーマ 受入機関 指導教員

数学 広島国泰寺高校 平野　ゆめ 2 How�to�calculate�a�cubic�root�by�soroban 広島大学理学部 神本　晋吾　講師　

地学 広島学院高校 住川　勇斗 2 When�will�the�Nannkai�Trough�earthquake�occur�? 広島大学理学部 須田　直樹　教授　

化学 安田女子高校 小井優萌那 2 Extracting�Glycoside�from�Dandelions 広島大学理学部 泉　　俊輔　教授　

物理 武 田 高 校 坂本コナン 3 A�theory�on�how�the�gradients�of�rivers�are�determined 広島大学工学部 内田　龍彦　准教授

物理 広島国泰寺高校 佐伯　聖真 3 Theory� of�Water� Transport� Phenomenon�by�Water� Jet�
Projected�from�Underwater�Surface 広島大学理学部 飯間　　信　准教授

情報 広島学院高校 川上　航生 2 Determining� the� Number� of � Vert ices� in� Polygonal�
Approximation�of�Digitized�Curve 広島市立大学情報科学部 岩田　一貴　准教授

情報 広 島 高 校 近藤　慶生 2 Study�of�Traffic�Congestion�Mechanism�Using�Simulation 広島市立大学情報科学部 市原　英行　准教授

生物 AICJ 高 校 中村　友一 2 Anti-amyloidogenic� activity� of� food-derived� bioactive�
compounds 広島大学教育学部 松原　主典　准教授

生物 出 雲 高 校 熊谷　健隆 3 Growth�Promotion�of� Rice� Seedlings� under�Microgravity�
Environment 広島大学生物生産学部 上田　晃弘　准教授

生物 近畿大学附属高校 中西　健介 3 Diversity� in�development�of�phalanx� intercalary�element�
among�anurans 広島大学両生類研究センター 田澤　一朗　助教　

生物 広島学院高校 大西　大知 2
Development� of � Chicken� Embryos� in � Micrograv i ty�
～�Challenge�to�Agriculture�in�Space�～ 広島大学生物生産学部 西堀　正英　准教授

農業 西条農業高校 迫川　優大 3

農業 尾 道 高 校 新川　颯輝 3 The�Relationship�Between�Clams(Venerupis�philippinarum)�
and�Sulfide 県立広島大学環境科学科 崎田　省吾　准教授

農業 広島学院高校 佐藤　功典 2 Battery�charging�with�a�organic�waste 県立広島大学環境科学科 西村　和幸　教授　

農業 安田女子高校 大内　彩加 3
A�Study�on�Coastal�Garbage�Map�using�Color�Difference�
Information�from�Digital�Camera�Image 広島大学工学部 作野　裕司　准教授

農業 安田女子高校 山口　有紀 3

大学教員によるラボ教育
指導教員：広島大学大学院生物圏科学研究科　西堀　正英　准教授
受 講 生：迫川　優大（広島県立西条農業高等学校）
　　　　　大西　大知（広島学院高等学校）
テ ー マ：微少重力下でニワトリは孵化するのか～宇宙農業への挑戦～
　　　　　�ラボ教育では、課題研究の現状確認、講義、重力制御装置

グラビテ®を用いての実験・考察、ポスター作製などを行っ
ています。チーム内で議論を重ねながら研究を進める中で、
ジャンプステージで求められる能力・資質を養います。
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受講生の研究活動と研究発表

平成30年度第三期ジャンプステージ受講生の活動成果について

　　海外研修
　　　GSC広島では、ジャンプステージ受講生をオーストラリア研修に派遣しています。

日　　程：2018年９月２日（日）～７日（金）
場　　所：オーストラリア　アデレード
参加生徒：ジャンプステージ受講生16名（全員）
内　　容：�ASMS（Australian�Science�&�Mathematics�School）チー

ム５名とHamilton高校（Hamilton�Secondary�College）
チーム11名に分かれ、各高校において、現地や世界各国
から集う高校生とともに講義・実験やフィールドワークに
参加し、ディスカッションを行いました。また両チームと
も、ASMS で 開 催 さ れ る ISF（International�Science�
Fair）において、GSC広島で取り組んだ研究ポスターの
発表を行い、国際的な研究交流を行いました。

ASMS

Hamilton 高校

ISF のプログラムでは、各国の高校生が混在するチームを編成し
課題研究を実施しました。チームごとに与えられる課題につい
て協働で取り組み、成果をまとめて発表しました、また、ポスター
セッションでは、参加者各自の課題研究テーマについて発表し、
研究交流を行いました。

Hamilton高校プログラムでは、参加者専属の同校教員とともに、
オーストラリアの環境問題についてのフィールドワーク、宇宙
をテーマにしたグループワークを行いました。加えて、同校生
徒と合同でのポスター発表、研究交流を実施しました。
ASMS との共同プログラムとして、ISF 内のポスターセッショ
ンに参加しました。
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　　The�27th�IEEE�Asian�Test�Symposium�(ATS’18)

国際学会発表

IEEE�関連国際学会であるアジアテストシンポジウ
ム（ATS）において、ポスター発表を行いました。
今年は、中国の安徽省合肥市で開催され、受講生
は現地の高校やアジア各国から参加した研究者と
活発な意見交換を行いました。

日　　程：2018年10月16日（火）
会　　場：Westin�Hefei�Baohe、中国
参加生徒：ジャンプステージ受講生３名
内　　容：口頭発表、ポスターセッション

受講生の感想
■��事前に広島市立大学の井上教授から学会の概要や、テストとは何かについて教えていただき、理解ができた。情報分野は多岐にわたる広い分

野だが、この学会では最新の研究に触れることができ、とても刺激になった。
■��一番うれしかったことは、宇宙での実験を計画している参加者から、論文まできちんとまとめれば実際に宇宙で実験出来るかもしれない、と言っ

てもらえたことです。大きな目標が見え、今後も頑張ろう、と思いました。
■��ポスター発表では現地の高校生が非常に熱心に聞いてくれ、予想以上に話しやすい環境でした。最初は少し緊張もしましたが、自分の納得の

いくポスター発表になり、これまで努力したことが報われたような気がしました。
　��質問もある程度予想していた内容で、的確に返答できたのではないかと思います。また、多くの質問をいただくことで、今後自分がどの部分

を掘り下げていくべきなのか感じ取ることでき、とても良い機会となりました。
■��今回中国に初めて行って、また本格的な学会発表も初めてで、緊張はあったけど新しい発見や自分の知らない世界をみることができたので、

とても有意義なものだったと思う。これからまた自分の実験を説明する機会は出てくると思うから、その時のためにも今回感じたことは忘れ
ないようにしていきたい。

　　34th�Annual�Meeting�of�the�American�Society�for�Gravitational�and�Space�Research�(ASGSR�2018)

NASA が主催する、宇宙および重力科学に関する
学会において、GSC広島で重力制御装置『Gravite
（グラビテ）』を使用して実験を行った発芽と発生
のチームが研究成果発表を行いました。研究者や
技術者から、新たな知見が得られました。

日　　程：2018年10月31日（水）～11月３日（土）
会　　場：�Bethesda�North�Marriott�and�Conference�

Center、アメリカ
参加生徒：ジャンプステージ受講生３名
内　　容：口頭発表、ポスターセッション

受講生の感想
■���国内の学会には何度か参加したことがあったが、今回の学会は雰囲気にかなりの差があった。日本では、質疑応答の際に、実験方法など研究

そのものに関する質問が多かったが、今回は細かいことはあまり聞かれず、「今後研究をどのように発展させたいか」や「どこに進学したいか」
など、研究や将来についての質問が多かった。

■��今回の学会で一番良かったことは、日本の第一線で活躍されている研究者とお話しさせてもらったことです。研究内容もですが、外国の方々
と楽しそうに英語で喋っている様子に、自分もこうなりたいと思いました。発表は図などを活用してうまくできたと思います。また、今回は
海外研修以降リスニングの勉強を続けてきたことが功を奏し、ある程度質疑応答にも対応できたことが良かったです。今回の研修を通して自
分の将来の目標となる人々に出会うことができ、しっかりと自分の将来の目標の姿を思い描けるようになりました。その目標に向かって頑張
りたいです。
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成果発表会

異分野交流ワークショップ第三期ジャンプステー
ジ受講生の研究課題ポスター発表を行いました。
本ワークショップは、一般に開放された会場で実
施することにより、複数の大学の学生・教員・留
学生、地元企業、一般の市民も多く集まり、多様
で活発な議論ができました。

日　　程：2018年９月15日（土）
会　　場：東広島芸術文化ホール「くらら」
参加生徒：ジャンプステージ受講生11名
内　　容：�ポスターセッション（「未来博士３分間コンペ

ティション」１枚で未来を拓く！ポスターセッ
ション）

表　　彰：
【広島大学未来に輝きま賞　金賞　(英語 )】
　中西　健介（近畿大学附属高等学校東広島校３年）
　　�“Diversity� in� development� of� the� phalanx�

intercalary�element�among�anurans”
【広島大学未来に輝きま賞　銀賞　(英語 )】
　住川　勇斗�( 広島学院高等学校2年 )
　　“When�will�the�Nannkai-Trough�earthquake�occur?”
　大内　彩加（安田女子高等学校３年）
　山口　有紀（安田女子高等学校３年）
　　�“A�Study�on�Coastal�Garbage�Map�using�Color�

Difference�Information�from�Digital�Camera�Image”�

全国受講生研究発表会

各�GSC�プログラム実施機関の受講生が集まり、
課題研究発表を行いました。全国の受講生・大学
教員とのネットワークを築き、将来を見据えた継
続的な研究活動を展望する契機となるとともに、
自らの課題研究・学習活動の発信を通して、新た
な気づきを得ました。

日　　程：2018年10月７日（土）、８日（日）
会　　場：日本科学未来館
参加生徒：ジャンプステージ受講生3名
内　　容：ポスター発表
　　　　　ポスター優秀者による口頭発表
表　　彰：
【審査委員長特別賞】
　佐藤　功典（広島学院高等学校2年）
　　『未利用の有機物でバッテリーを充電する』
　　“Battery�charging�with�a�organic�waste”
【優秀賞】
　大西　大知（広島学院高等学校2年）
　　『微小重力下でニワトリは孵化するか～宇宙農業への挑戦～』
　　�“Chicken�Embryonic�Development�under�Microgravity�

Environment�～ Challenge�to�Space�Agriculture～”
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研究交流
　　日韓交流ワークショップ

釜山大学と広島大学の連携事業として毎年開催される日韓交流ワー
クショップへ、大学生と共にGSC広島のメンバーも参加し、ポス
ター発表や、韓国の学生と交流を行いました。

日　　程：2018年11月16日（金）
会　　場：広島大学東広島キャンパス
対　　象：�GSC 広島受講生５名、韓国・

世明 /蓮堤高校の高校生ほか
内　　容：研究交流、ポスターセッションほか
表　　彰：
【優秀賞】
　彌永　千穂（広島市立広島中等教育学校１年）
　濵村　陽心（広島市立広島中等教育学校１年）
　“The�Ecology�of�Free-Tailed�Bats”

　　日台交流ワークショップ

①　日台高校生協働セミナー
　　�受講生と台湾の高校生とが、「Microgravity

と生物に関わる研究」という共通の課題に取
り組むことにより、専門的理解を深めました。

日　　程：2018年７月13日（金）
会　　場：広島大学東広島キャンパス
対　　象：GSC広島受講生、台湾・普台高校の生徒30名
内　　容：GRAVITE 研究の結果のプレゼンテーション
　　　　　GRAVITE 孵化卵と通常孵卵の解剖観察実験

②　台湾研修
　　�広島市安佐動物公園と共同でオヒキコウモリ

の研究に取り組む受講生が、台湾国立蘭陽女
子高級中学で開催された研究発表プログラム
に参加し、研究ポスターの発表を行いました。

日　　程：2018年９月11日（火）
会　　場：国立蘭陽女子高級中学、台湾
対　　象：GSC広島受講生２名、現地の高校生30名
内　　容：物理演習、研究発表ほか

③　日台協働研究交流会
　　�台湾国立蘭陽女子高級中学の生徒と協働で、初

日は、研究発表と薬学実験に取り組みました。
二日目は、GSC広島受講生の大西君、迫川君
が主体となって実験セミナーを実施しました。

【１日目】
日　　程：2018年12月15日（土）
会　　場：安田女子大学
対　　象：�GSC 広島受講生、広島県内の中学・高校生、

台湾国立蘭陽女子高級中学の教職員・生徒
内　　容：ポスター発表、口頭発表、薬学実験ほか
【２日目】
日　　程：2018年12月16日（日）
会　　場：広島大学東広島キャンパス
対　　象：�GSC広島受講生、台湾国立蘭陽女子高級中学

の生徒ほか
内　　容：GRAVITE を用いた実験セミナー
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修了生インタビュー

グローバルサイエンスキャンパス事業を通して、研究
の面白さを学ぶことが出来た。自分が不思議に感じた
ことを明らかにしようとすることはとても重要なこと
だと思った。これからも不思議に感じる「なぜ？」と
いう気持ちを大切にして研究をしていきたい。また海
外での研修を通して様々な意見を持った人と議論する
ことができ、自分にはなかった考えを得ることができた。

（生物・高２）

GSC広島の取り組みを通して人との繋がりを作ること
の大切さを改めて学ぶことができました。各セミナー
や研修で学ぶ機会があったのはもちろんですが、大学
の先生方や TAの学生さんとの交流で得る情報はどれ
も新鮮で刺激的でした。実際に研究をしている方々と
の交流の中で、思いがけず聞いたことに興味を惹かれ
るという知り方をGSC で何度も経験しました。県外
からの参加で交通に多少の不便はありましたが、それ
以上に学ぶことが多かったように思います。この恵ま
れた環境を与え、支えてくださった皆さんに感謝して
います。

（生物・高３）

GSC広島の取り組みを通して、研究をする上では、自
分の研究を追及するだけではなく、人とコミュニケー
ションをとり、考えを深めることが重要だということ
を学びました。
特に英語での意見交換の時には、英語の文法などで失
敗することを恐れず、沢山話すことが大切だと感じま
した。ジャンプステージでの研究発表は、毎回英語で
の研究発表だったので、臆せず英語を話せるようになっ
たという点で、成長したと感じました。

（地学・高３）

GSC事業に参加して学んだことは、新しいことを知る
楽しさです。高校では学べない事や体験できない事が
できたり、直接大学の先生方と研究を深めることがで
きたり、自分では気づかなかった新たな方法を習得で
きました。GSCで行った事は私にとって初めてのこと
ばかりで毎回すごく楽しかったし、もっと頑張ってプ
レゼンテーションがうまくなったり英語力を伸ばさな
ければいけないなと痛感したことも多かったです。高
校生の内にこのような経験が出来たのは私にとってす
ごく良い経験となりました。本当にありがとうござい
ました。

（化学・高３）
GSCの活動でたくさんの人と交流することができ、「研
究」を通して、こんなにもたくさんの人とつながれる
ことを知った。効果的な題名のつけ方や、ポスターの
描き方を学ぶことができ、新たな研究方法を知ること
が出来た。
最初の頃はただ発表するだけだったポスター発表が、
回数を重ねるにつれて、聞きに来てくださった方と意
見交換ができるようになり、自分自身成長したと感じた。

（化学・高３）

研究の仕方や発表の仕方などを学べたと思います。私
の高校では、学校全体での科学研究などは行っていな
いので、初めて知ることが多かったのですが、GSCを
通してなかなかできない体験ができたことは自身の成
長にとても大きな影響があったと思います。また、数
学の研究はテーマがなかなか見つからないこともあり、
またほかの分野とも研究の仕方が独特な感じがあるの
ですが、そういったことも高校生のうちに体験出来て
よかったです。この経験を生かして大学での研究など
に生かしていきたいなと思います。

（数学・高３）
GSC広島に参加するまでは、自分が主になって研究を
行うといった機会がなく、初めはどのようにしたらよ
いのかわからないことが多くあった。しかし、この取
り組みを通して研究することの楽しみや今後の社会で
の科学の重要性、海外の科学研究の先進性など多くの
ことを学ぶことができた。また、海外研修に参加して
ポスター発表やホームステイなど貴重な体験ができ、
将来海外で活躍できる人材を目指したいと考えるよう
になった。

（情報・高３）

GSC広島では、大学でのポスターセッションや、学会
での発表、海外での研修など、普段できないような取
り組みに参加することができ、とても有意義だった。
大学教員と一緒に研究をすることで、普段の課題研究
では到底深められないような部分まで、研究を進める
ことができた。また、いろいろなポスターセッション
などで、人とのコミュニケーション能力も高めること
ができたように思う。

（情報・高２）
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2019年３月発行

本報告書は、国立大学法人広島大学が、国立研究開発法人科学技術振興機構　平成 27年度グローバルサイエ
ンスキャンパスに採択され、実施した、「アジア拠点広島コンソーシアムによるGSC構想（略称GSC広島）」
の成果を取りまとめたものです。

URL: https://gsc.hiroshima-u.ac.jp/


